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02 社会に開
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令和４年度のの全国学力学習
状況調査（令和４年４月）にお
いて「地域の大人に授業・放課
後において教えてもらったり一
緒に遊んでもらったりすること
がある」の回答が43.8％だった
ものが令和５年度（令和６年３
月）には３９.４％と前年度を下
回っている。

昨年度は、推進員や地
域の方、先生方との交流
の場と居場所としてコミュ
ニティ・ルームを設置し
た。しかし、設置時期が
遅かったことや、使用方
法等の決まりや周知が
出来なかったため、推進
員が週1日以上学校に入
れれる時間を確保するこ
とが出来なかった。

コミュニティ・ルームを活用し、推進員が
週１日以上学校にいられる時間を確保す
る。

教職員が推進員と係わる時間
が増えることにより、地域のボラ
ンティアと学校がより繋がりやす
くなり、授業で子ども達がボラン
ティアとの関わりが増え「地域の
大人と関わった」と感じるように
なる。

年度末アンケートに
おける「よくある・とき
どきある」と答える児
童の割合

39 % 50 52

04　本
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アンケートにおいて「地域の大人に授業・放課後において教
えてもらったり一緒に遊んでもらったりすることがある」の回
答が令和５年度（令和６年３月）は３９.４％が令和６年度（令
和７年３月）では５２％と前年度を上回った。これには、推進
員が教職員と係る時間が増えたことで放課後や週末だけで
はなく、教育課程内での地域人材活用が増えてきたからだ
と考えられる。しかし、そうした中でも、授業において、小学
校と中学校では地域の「人」「もの」「こと」を生かした活動に
差が出ている現状がある。今後、義務教育学校である川場
学園となり、より多くの学年の教職員と推進員が係れるよう
にしていくことで、子ども達とボランティアとの係りを増やして
いく。

https://www.vill.kawaba.gunma.jp/k
urashi/fukushi/kyouiku/post_3.html
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